
人の居場所を科学する
～プロダクトから見た社会実験の成果～

株式会社コトブキ　中野竜

都市＋デザインフォーラム
公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～

コトブキのベンチ

ベンチのカタチを考える

高さによって座り心地が変わる
低いとゆったり
高いと立ち上がりやすい

ベンチのカタチを考える

座面の角度によって機能が変わる
フラットは多様なアクティビティ
後傾はゆったり座る
前傾は立ち上がりやすい
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なんばひろば改造計画
• なんば駅前が国際集客都市・
大阪のおもてなしの玄関口に
ふさわしい姿になることを
目指して。

• なんば駅前が、人中心の空
間を創出し、世界中の人々
をひきつける観光拠点にな
るための取り組み

新宿シェアラウンジ＆
• 西新宿 号街路の歩道にキッ
チンカーとファニチュアを展
開し、超高層ビル街に賑わ
いをもたらす

• 万人／ 日が通行するが、
ほとんどはオフィスと駅を往
復するだけ

• 賑わいを創出することで超
高層ビル街の街の価値を高
める

神田警察通り賑わい社会実験
• 神田警察通り周辺の再開発
や通りそのものの改修にあ
たって、もっと活気のあるエ
リアを創出するための社会
実験

• 大手町や神保町に挟まれた
エリアで、街のアイデンティ
ティを維持しつつ、新しい居
場所を作っていきたい

デザインに関する仮説

直交して座る 直交して離れて座る平行に座る

• テーマ
多様な交流が生まれるベンチ
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デザインに関する仮説

デザインに関する検証

デザインに関する仮説
• テーマ
座る人数とアクティビティの関係

デザインに関する仮説
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デザインに関する検証

アクティビティに関する仮説

居心地の良い寛ぎを創出する場ー「ラウンジ」の設え 
・周りの視線が気にならない、ゆったりと落ち着ける、心地よい囲われ感の提供 
・軽食、ティータイム、PC作業の少し長めの休憩時間などに対応 

ファニチュアの配置 
・V型ベンチとV型スツールのみの組合せで、異なる「向き」「歩行者との距離」「座の数」を検証できる配置とする 

コトブキの意図 
・街路空間に対しそれぞれの座具がどのようなアクティビティを誘発するか確認する 

• テーマ
プロダクトの構成と配置でアクティビティを
コントロールできるか

アクティビティに関する仮説

アクティビティに関する検証
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アクティビティに関する検証

アクティビティに関する検証

アクティビティに関する検証

成果を共有して、よい街を

企画 運営
調査

準備
構想

各署調整
空間設計
モノづくり

分析
課題抽出
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